
この選挙で与党の候補者が、

実は私は大間に反対なんだと急

に言い出している。

では、大間反対の集会へ行っ

たのか、デモ行進をしたのか、

現地へ足を運んだのか。

  そのようなことは全くない。

  何もしていない。

この選挙で勝利することで、

函館の道南の市民の意思をはっ

きりと示していこう。」と訴え

共感の輪がさらに広がりまし

た。

また、悪天候の中、おおさか

の応援に東京から文字通り飛ん

できた民主党の福山政調会長

は、「大間を止められるのは、

首相に意見もできない与党の一

年生議員ではなく、野党の実力

者 ・ お お さ か 誠 二 し か い な

い。」「今回の解散総選挙は首

相が自らの失策を隠すためのも

の。内閣改造直後に女性2閣僚

の辞任が相次ぎ、さらに不祥事

が噴出して辞任ドミノが起こる

のを恐れてのこと。国民の税金

を630億円以上も無駄にしてい

る。

しかし、ひとつだけいいこと

がある。おおさかさんの国政復

帰が早まったことだ。」と力強

く演説し、聴衆が大きな拍手を

送りました。

おおさかは本町交差点の歩道を

埋め尽くす勢いで集まった聴衆に

「今日も多くの皆さんから声援を

いただいた。

２年前の厳しい選挙とは大違いの

状況。どうしてこんなにも違うの

か。それはこの2年間の政治が間

違っていたと多くの方が気が付い

たからではないか。

この交差点でずっと訴えさせてい

ただいているが、耳を傾けてくれ

る方が、応援してくれる方が増え

てきた。

この背景の一つには、たとえば、

大間原発反対の声が非常に高まっ

ていることがある。

大間は発電所としては全く必要の

ないもので、しかも今までの原発

の燃料より何倍も危険性の高いプ

ルトニウムを使う。一たび事故が

起こると福島の比ではない惨事と

なる。

国道5号線を、患者や利用者を

守りながらどう逃げたらいいん

だ、との訴えも自分のもとへ届

いている。さらに津軽海峡は国

際海峡で非常に狭いため、大間

原発はテロに対して非常に脆弱

で格好の標的となる核施設であ

る。

また事故がなくても、函館の目と

鼻の先にあるだけで、長年かけて

培ってきた函館ブランドが脅かさ

れてしまうと、食品加工業者の悲

痛な声を聞いた。

医療・福祉の現場からは、避難計

画も全く整備できておらず、何か

あったら30万人が北へと殺到する
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